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新カリキュラム
第37回 国家試験の話

２０２４．６．１４

九州医療専門学校 荒木千史

もう 「受からない」 とは言わせない！！

ツール：試験センターHPをご紹介

●「受験の手引き」の
請求

●試験の申し込み
●出題基準・合格基準
●過去問
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第36回～第34回の過去問が
あります。
科目ごとに印刷できるので
何度でも解いて練習できます。

音声読み上げは、開いて右クリックす
ると「音声読み上げ」が出てきます。右上
の「音声オプション」で速度も選べます。

ツール：ソ教連HPをご紹介 「国家試験情報」

第36回～第18回までの過去問
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出題基準（１） 試験センターHPより

出題基準（２）（３）
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全科目の出題基準

各出版社の過去問集や
参考書、模擬問題集などにも
概ね掲載されています。

総仕上げの時に、
例示された小項目について

分かっているか確認しましょう。
（基準に沿って各本は
作成されています。）

合格基準について
昨年から

発表されていた
予定
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ソーシャルワークの問
題が30問！
３０／１２９
（旧カリ２８／１５０）

全体の4分の１！
⇒得点源にする！
9割は取る！！

共通・専門同時に
勉強していい！！

２０２４．６．３ 正式に発表

２２５分！で 129問
↓

1問あたり 1.7分
（約１０４秒）

カリキュラム総時間数の
減少で問数が減った。
1問あたりの時間は長く

なった。
↓

しかし。
事例を読ませる時間？！
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最近の国家試験の状況

第２９回 第３０回 第３１回 第３２回 第３３回 第３４回 第３５回 第３６回

受験者数 45,849人 43,937人 41,639人 39,629人 35,287人 34,563人 36,974人 34,539人

合格者数 11,828人 13,288人 12,456人 11,612人 10,333人 10,742人 16,338人 20,050人

合格率 25.8% 30.2% 29.9% 29.3% 29.9% 31.1% 44.2% 58.1%

得点率 57% 66% 59% 58% 62% 70% 60% 60%

合格ライン 86点 99点 89点 88点 93点 105点 90点 90点

会長談話

第37回

？

？

もし６０％
なら、

7８点？

日頃の勉強は、高い目標で余裕を持って。

１２９点×６０％ ⇒ ７８点

難易度補正の可能性があるから、

１２９点×７０％ ⇒ ９０点 を目指せば安心。

勉強中は、

過去問ならば １５０問中 １０５点

模擬試験ならば １２９問中 ９０点を「目標」に。

※ 本番は、知っているものをなぜか間違って答えたり、

つけ間違ったりして、２～３点は落としています。

40問くらい
間違ってもOK！

試験会場には、いたずら鬼がいるよ！
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第34回 国家試験に対する
ソ教連会長の談話

「社会福祉士国家試験の在
り方に関する検討会」が立
ち上がり、最終報告書が出
されました。「提言」

「社会福祉士国家試験の今
後の在り方について」

https://www.mhlw.go.jp/con
tent/000881634.pdf
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■ 合格率

第36回 合格率

厚生労働省
社会・援護局長の通知

「本検討会の提言を真摯に受 け
とめ、必要な見直しが行われる
ことを期待したい。

地域共生社会の実現を推進する
ため、社会福祉士の質的量的拡
充に向けて早期に対応を図る観
点から、令和４、５年度の国家
試験においても、本報告書の内
容を考慮し、 段階的な移行に努
めていただくようお願いする」
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＜提言のポイント＞

・基本的な知識

・タクソノミー分類

・事例を充実
第35回 2７問

⇒ 第36回 37問

・重要なものは
繰り返し

タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
分
類
？
？
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例：タクソノミーⅠ型

第35回 ３・４

暗記
覚えてないと

どうしようもない。

第3４回 １・５

例：タクソノミー Ⅱ型

当日の考える力
援助方針など

時間注意！
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第35回 ４

例：タクソノミー Ⅲ型 文章と選択肢を行ったり来たりする

知識と事例

制度の対象者は
誰？

増！

事例の注意点

今、どんなステージか？

⇒時期の見極め（早すぎても遅すぎてもいけない。）

つまり、相手の心身の状況を理解できるか？？

⇒問題文の中に答えがある（自分の体験に思いを馳せない）

⇒制度の対象者は誰か？？

事例は、数をこなして慣れておき、得点源にすること。

果たして、長文化はおこるのか？？（次ページ）
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精神保健福祉士の事例 第26回（R5年度）
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予想：地域共生社会に関する事例問題
ニッポン一億総活躍プラン（平成２８年６月２日閣議決定）では、
「子供・高齢者・障害者など全ての人々が地域、暮らし、生きがいを
共に創り、高め合うことができる『地域共生社会』を実現する。
⇒新カリキュラムにおいても、福祉ニーズが多様化・複雑化した地域
の課題に対応できる社会福祉士教育を目指している。
★地域共生社会のキーワードに注目！！
「虐待」「ヤングケアラー」「ごみ屋敷」「子ども食堂」

「老々介護」「８０５０問題」「ダブルケア（同時に介護と育児）」
「包括的支援体制」「障害者の親亡き後問題」
「高齢者の就労」「外国人労働者」「ひきこもり」「人口減少」
「空き家問題」

■重層的支援体制整備事業⇒
「属性を問わない相談支援」「参加支援」
「地域づくりに向けた支援」

勉強法について

人の数だけ、勉強法はあるが・・・。
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いろんな勉強法で合格している人がいます。

例えば、・・・・

「テキストを読んで録音して出勤時に聞いていました」

「友達と勉強会して問題を出し合いました」

「一問一答アプリでスマホで勉強しました」

「過去問10年分しました」

「参考書を買わずに、テキストを自分で要約しました」

「YouTubeでたくさん動画を見ました」

「ノートに要点や解いた問題のポイントを書きました」

「書くと覚えるので書きまくりました」

合格への道は１つではない。
あなたに合ったやり方で、合格すればいい。

⇒では、あなたにあったやり方とは何か？？

その答えは誰が知っているのでしょうか？？

⇒それは、あなただけにしか分かりません。

■過去の受験経験、■使える時間（育児・家事、仕事）、■体力、
■自分の現在地（今年の過去問解いて何点取れる？）

■自分の特徴：書きたい、文を読みたい、図で見たい、

音で聞きたい等々。

自分で分からない人は、早めにやってみる。
⇒合わない時は変える！！
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「過去問だけやっておけばいいよ。」（その人はね。）

では、「過去問を5回したのに不合格した人」が

毎年いるのはなぜだろうか？？

①記憶力の違い（上智生の例）

②過去問の勉強の仕方の違い

「過去問をやる」の意味の違い

③アウトプット力の違い

④応用力の違い（問われ方が変わっても対応できるか。）

模擬問題、予想問題、模試があるのに
なぜ使わないの？？

王道！ × 過去問「を」勉強する。
⇒ ○ 過去問「で」勉強する。

① テキスト読む（参考書でも）

② 過去問を解く（正解しなくていい。）

② テキストの「過去問の根拠」に線を引く

③ 似た問題が出るので、前後を勉強する

テキストを読まないのは合理的？？ 「急がば回れ」

⇒ 作業をすると人は覚える 索引を使え！
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「先生、過去問と全然違いました」

「過去問と同じ」「過去問と違う」の意味は？？

過去問と同じように聞くのではなく、

過去問と同じ知識で解けるように 違う聞き方をする

過去問学習のゴールは、

過去問が「解けるようになる」では×

過去問で問われた知識を言えるようになる〇

違う聞き方で聞かれても答えられるようになる。

（⇒模擬問題で確認できるよ。）

過去問「で」勉強とは・・・？？
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その年の正答だけでなく・・・。

1973年・・福祉元年

1990年・・福祉八法改正

2000年・・社会福祉事業法⇒社会福祉法

2025年・・団塊の世代が全て後期高齢者

に⇒地域包括ケアシステム

2035年・・国民の3人に1人が高齢者に

「保健医療２０３５」

第34回 問題４
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この過去問
から確認し
ていくこと
は・・・。
人口動態統
計を確認
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過去問３回とよく言うけれど・・・。

〇全部を3回やる必要はない。

〇最初から「3回やろう！」と思うと

人は覚えない！！ １回で覚える気持ちで。

〇大事なことはまた問われる。

時間短縮
（試験勉強も当日も。）

自信を持って解けたのか？
根拠はどこか？

自信がない部分、
もう一度考えたいのはどこ
か？

何で迷ったのか？？

もう一度見る必要があるの
か？（ないならしなくてよ
い。）
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今年の過去問は、年末に取っておいても。

① 勉強をした後の模擬試験に取っておいて

目安に使ってもいい。

（合格ラインが確定している模擬試験はないので。）

② 模擬試験よりも解きやすく、自信に繋がるので。

③ 復習の重要度は低い（最も同じ問われ方はしないもの）ので。

高年齢になると「無駄な」知識は覚えない

⇒それは脳の発達です。

人生経験上、覚えなくても大丈夫だった、という経験が

たくさんあるので、不要なことは覚えません。

意味の分からないことも覚えません。

⇒つまり、意味づけ、ストーリー性があった方が記憶に残ります。

⇒テキストの文章読むのを勧める理由です。
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時間のない労働者は・・・

知らなかったことを知る、

解けなかった問題を解けるようになる、ということに

喜びを見出してください。

自信喪失、自己肯定感に振り回されないメンタルを。

特に後半、受からなくても仕方ないというような言い訳が増える。

「仕事が忙しい」「子どもの具合が悪い」「親の介護が・・。」

しかし、日頃から忙しい人ほど、合格している！！

今年度は今まで以上に模擬試験重要！！

新しい「傾向」を予想したものを各社が用意。

過去問や模擬問と違う様式、問われ方に慣れる！！

成績はどうでもいい。（あくまでその時点の出来栄え）

復習が大事！！（他のものを差し置いてもするべき！！）
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勉強計画について

どんなに完璧に勉強をし始めても、

試験当日までに全科目終わっていなければ間に合わない

夏までに基本を終わらせる（インプット）
テキストや参考書など

冬はアウトプットと確認（固める）

模擬試験や模擬問、一問一答で。

問われ方に慣れる！！（当日の想起）

秋までに標準・応用を終わらせる（インプット）

理解のために
テキストも
使おう。

索引を使ってね。

用語辞典風に
仕えます。

記銘

保持

想起
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自分のオリジナル計画を！

★ 何と何を 何回するの？

過去問

模擬問題集

予想問題集

一問一答

模擬試験の復習

仕える時間は？？

毎日コツコツ？

朝？夜？

土日集中型？？

1日何問したら、間に合う
の？？

おにぎり６つの話。

マラソン選手は、４２．１９５㌔走るのに

日頃の練習は 100㌔以上走るそうです。

当日、緊張の中で午前も午後も集中するために、

本番以上の過酷な訓練をしておきましょう。

（特に高齢の方、「頭がぼ～っとしてくる」と証言あり。）
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勉強の順番
最終的に全部終わればいいので 好きにしてよいが。

時間がかかるもの、じっくり読む系、範囲が広い、

他の科目を学ぶ際にベースとなるものは、

後回しにしない！！（直前は焦って頭に入らない。）

範囲が広い【社会保障、現代社会と福祉、地域福祉】は早めに。

制度系も早めに。

ソーシャルワーク系（9割取得）も先に終えると安心。

波に乗る、モチベーションを上げるために、

得意科目をエンジン油的に差し込むのもアリ。

直前に今一度、暗記強化の時間を。

「先生、問題集はどれがいいですか？」

「え？ 1冊しか解かないつもりなの？？」（(笑)）

時間いっぱい、少しでも多くの問題に出会った方が、

自分のためにいいと思いませんか～？？

過去問は、制度系は古いものは使わない。

体の仕組み、心理理論、歴史系などは使える。

しかし！

新カリに合わせて出されたものが無駄がない。
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当日、解く順番（素直に前からがオススメ）

● マークミス（ずれ）のリスク

例：最後の2分でパニックになっている人

● 時間配分も計画的に

（〇〇の科目終了で何時何分くらいだと大丈夫？？）

● 過去問、模試や模擬問題で何度かトライ！！

感覚を体に覚えこませる。

言い訳をしない！と、今決める！！

■「今年は忙しい。」

⇒来年は暇になるという根拠はあるのか？

⇒忙しい人の方が、早く物事を考える脳になっているので

受験に向いています。（演奏会、司法書士、業務多忙）

■「あと1年頑張った方が」

⇒現役が一番受かります。

⇒レポートなどの内容を、今年以上に来年は忘れます。

⇒今年が来年よりも少し若いです。（老ける一方）

■ しっかり勉強した人は、とにかく会場に行きたい！！

（親、配偶者の死、交通事故、発熱・・・。）
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• 厚生労働省、試験センター、ソ教連等のHPより資料を抜粋しており
ます。

• 試験センター

[社会福祉士国家試験]出題基準：公益財団法人 社会福祉振興・試験セ
ンター (sssc.or.jp)

https://www.sssc.or.jp/shakai/kijun/kijun_01.html

• ソ教連

一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟／JASWE

http://www.jaswe.jp/index.html

・厚生労働省

https://www.sssc.or.jp/shakai/kijun/kijun_01.html
https://www.sssc.or.jp/shakai/kijun/kijun_01.html
https://www.sssc.or.jp/shakai/kijun/kijun_01.html
http://www.jaswe.jp/index.html
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